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論文審査の結果の要旨 
 
 情報社会の中に生まれてきた子どもたちは、メディアを通して幼いときから死に関する情報に接している。し
かしながら、死をタブー視する現代社会において、大人たちは自ら経験することのできない死を、幼い彼らがそ
の認知能力の未成熟さからいって死を理解することは困難と考えるだけではなく、死に関する情報や経験を制限
しようとする傾向がある。このことは、幼児の精神的成長を過小評価することにもつながるであろう。一方で、
超高齢社会の我が国においては、今後、幼児が近親者の死に接する機会も増加してくることは想像に難くない。
特に幼児期は、緊密な母子関係から離れて幼稚園や保育園での集団生活に移行する時期であり、認知や言語など
の側面が飛躍的に発達するため、死に対する認知や情動の発達も重要な意味をもつ時期であると考えられる。こ
のような現代社会の状況を背景に、本学位論文では、幼児期に焦点を当て、死の理解の発達的変化を明らかにす
ることを目的として、以下の６種類の研究が行われた。 
 子どもの死の理解に関しては、機能停止（生命に特徴づけられた機能が停止すること）、不可逆性（ひとたび
死ぬと再び生き返らないこと）、普遍性（生物は必ず死ぬこと）といった３つの概念が主に用いられて研究が行
われてきた。その際の研究方法としては、「はい－いいえ」や「ＡかＢか」の択一式で答えられるようなクロー
ズド質問のみを用いた測定が行われているという特徴がある。研究１では、まず、幼稚園の年少児から年長児を
対象にクローズド質問のみを用いた測定を行い、先行研究同様に高い正答率が認められることを確認した。 
 研究２～４では、死の理解の発達的変化を検討するために、クローズド質問に加えて死の理由を説明できるか
を理由づけ質問によって幼稚園年少児から年長児を対象に検討した。研究２では、理由づけ質問から得られた反
応に対して内容分析を行い、どのような反応が理由づけとして適切か、適切でないのかが明らかにされた。研究
３では、場面・概念ごとに、子どもの反応を３つの水準に分類し、適切な回答率５０％を基準に発達水準を検討
したところ、年少児および年中児はまだ暗黙的レベルの理解であったが、年長児は死の概念を明示的に理解して
いることが明らかとなった。研究４では、これまで手続きとして行ってきた紙芝居による課題の提示を行わずに
研究３と同様の調査を行ったが、同様の発達傾向が示された。 
 研究５では、死に対する感情評価を検討した。その結果、幼児は死に対して肯定的な感情評価はせず、否定的
な感情評価を行うのは４・５歳児以降であり、３・４歳時においては感情評価を行わないことが示された。 
 研究６では、子どもの死の理解に関わる要因として、親から子どもへの死に関する説明の内容が検討された。
その結果、子どもの理由づけ反応が親の死の特性の説明と類似していることが明らかになり、死に関する親の説
明が子どもの死の理解に影響を与える要因の１つである可能性が示唆された。 
 子どもの死の理解に関して、３・４歳児という低年齢児までを調査対象にした研究は極めて希であり、この年
齢を含めた発達変化を示唆する本論文の意義は大きい。また、理由づけ質問を行うことによって、現象に対する
説明を伴う理解である明示的レベルの理解と、現象そのものの判断に関する理解である暗黙的レベルにとどまる
理解の２段階が存在することを示したことは、本論文のオリジナリティと高く評価することができる。 
以上より、本論文は博士（人間科学）の学位授与に値すると判定した。 
